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５．「新幹線運転取扱実施基準」の改正に伴う社員への周知方法を明らかにすること。また、取扱の変更は社員

周知終了後とすること。 

１．取扱実施基準第 12 条 2 項の変更理由を明らかにすること。また、新幹線における車掌の役割及び車掌省

略に伴う体制や運転士の取扱変更点を明らかにすること。                              

２．回送列車同士の併合作業の取扱を明確にし、併合列車側に車掌を乗務させ安全性の向上を図ること。 

３．在来線区における車掌乗務の考え方について明らかにすること。 

４．「試運転」「走行（耐久）試験」また「Ｅａｓｔ－ｉ」列車走行時には安全確保のため列車防護要員として車

掌を乗務させること。 

≪列車防護係員の乗務を省略できる条件≫ 
 

① 運転士が２名以上の場合 

①以外の場合は、②～⑤を満たす場合 

② 指令と常時通信可能な設備がある 

③ 保護スイッチ（ＥＧＳ）がある 

④ ＡＴＣが使用できる 

⑤ 旅客が乗車しない 

組合：９月にＬＣＸ故障が発生した。異常時の際も車掌を省略するのか。 

組合：ＡＴＣやＥＢもルールがあって教育されている。ＬＣＸ故障に関しても停止することを前提に明確なルールを作るべきだ。 

会社：故障の頻度が低いから問題ないとは考えていない。通信するための補完する術は必要であるので検討してい

く。 
組合：運転取扱ブロック図の改正もあるのか。 

会社：これからであり、今日の議論踏まえ、運行本部を含め、細部を検討していく。 

組合：分併作業に必要な係員とは誰のことか。 会社：基本的には車掌である。 

組合：回送どうしの分併作業の場合はどうするのか。 会社：車掌行路に組み入れ、車掌が誘導する。 

組合：作業終了後の降車確認は誰がするのか。 会社：車掌･運転士の降車時の合図について検討する。 

組合：現在まで車掌省略できない区間としていた理由･根拠を示す

べきだ。 

会社：理由･根拠を調べて別途回答をする。 

会社：実施基準の別表を変更した上で車掌省略を実施する。 

会社：回送列車と同等な扱いと考える。検査員は列車防護係員にはならない。試験内容によっ

て車掌を乗務させることはある。走行試験時は、運転責任者が乗っており、異常時対応

は問題ない。旅客は乗車しないから列車防護係員は乗務しなくてもよい。 

組合：各乗務員へは最低でも２ヶ月の周知期間が必要である。 

職場の声を聞いて、しっかりと周知していくことを確認！ 

会社：ＬＣＸ故障の頻度は２０年に１度程度と低いが、故障発生時 

出区前･始発駅発車前   ： 車掌を手配する 

故障区間の手前を走行中 ： 故障区間手前で車掌手配する 

故障区間を走行中    ： 走り抜けてもらう 

故障区間に停車     ： 車掌を手配するまでその場で停車 

         という取扱いになる。 


